
やさしい保険プラザ友部スクエア店

生命保険会社24社の
取扱いがございます。
生命保険会社24社の
取扱いがございます。

「やさしい保険プラザ友部スクエア店」では 今できる事、
一緒に考えて
みませんか。

老後を考える老後を考える
6月に大きな話題となった「老後に2000万円必要？」
その是非はともかく、ご自身の老後に不安を感じた方も多かったと思い
ます。老後資金への対策として「できるだけ長く働くこと」と言われて
いますが、それ以外に出来ること、皆さん何かしていますか？
保険では、保障を得ながら積立や資産運用のできる商品もございます。
将来への備え・家計の見直し…できることから始めてみましょう。

長く家で過ごして
もらいたい

上
うえ
田
だ
　篤

あつ
志
し

さん
笠間市立病院　内科医師
「初めまして。筑波大学附属病院の総合診療
科に所属していて、当院では外来、入院、訪
問診療、学校検診など地域の健康に関わらせ
て頂いています。」

と

病
院
で
亡
く
な
る
方
が
70
%

　
そ
の
昔
1
9
5
0
年
代
ま
で
日
本
で
は
自
宅

で
亡
く
な
る
方
が
大
半
で
、
全
体
の
80
%
以
上

を
占
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
医
療
の
発
達

も
あ
り
病
院
で
亡
く
な
る
方
が
急
増
し
現
在
で

は
病
院
で
亡
く
な
る
方
が
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%
以
上
、
自
宅
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わ
ず
か
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%
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度
と
な
り
ま
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
自
宅
療
養
を
希

望
す
る
方
は
全
体
の
60
%
以
上
を
占
め
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
病
院
や
施
設
で
過
ご
さ
ざ
る

を
得
な
い
方
が
多
く
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
原
因
と
し
て
は
訪
問
診
療
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
が
困
難
な
地
域
が
あ
る
こ
と
や
家
族

の
介
護
負
担
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
こ
れ

ら
の
原
因
は
医
療
機
関
や
行
政
機
関
で
ご
相
談

頂
く
こ
と
で
あ
る
程
度
サ
ポ
ー
ト
を
得
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
、
引
き
続
き
（
時
に
最
期
ま
で
）

お
家
に
居
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

訪
問
診
療
で
在
宅
療
養
を
支
え
た
い

　
訪
問
診
療
で
は
様
々
な
理
由
で
通
院
が
困
難

に
な
っ
た
患
者
さ
ん
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

が
ん
終
末
期
の
患
者
さ
ん
は
全
体
の
10
%
以
下

で
残
り
の
90
%
以
上
は
外
来
へ
の
移
動
が
難
し

く
な
っ
た
高
齢
者
や
神
経
難
病
患
者
、
重
症
の

小
児
と
い
っ
た
慢
性
期
の
患
者
さ
ん
で
す
。

　
ま
た
他
の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の
施
設
サ
ー
ビ

ス
を
上
手
に
使
う
こ
と
で
、
自
宅
で
生
活
し
な

が
ら
外
部
と
の
繋
が
り
を
持
ち
、
家
族
の
介
護

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
笠
間
市
立
病
院
で
も
通
院
が
困
難
に
な
っ
た

患
者
さ
ん
の
お
宅
に
訪
問
し
診
察
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
月
に
1
回
な
い
し
2
回
の
定
期
訪

問
の
他
、
臨
時
往
診
、
24
時
間
の
電
話
対
応
、

体
調
を
崩
さ
れ
た
時
の
入
院
対
応
も
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
切
れ
目
の
な
い
診
療
で
皆
さ
ん

の
在
宅
療
養
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
立
病
院
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